
議
員
提
出
第
二
十
四
号
議
案

登
記
の
事
務
・
権
限
等
の
地
方
へ
の
移
譲
に
関
す
る
意
見
書

平
成
二
十
二
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」
で
は
、
国
の
出
先
機
関
の
原
則
廃
止

の
姿
勢
の
下
、
地
方
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
な
ど
抜
本
的
な
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
中
、
政
府
の
地
域
主
権
戦
略
会
議
に
お
い
て
、
出
先
機
関
改
革
の
一
環
と
し
て
、
法
務
局
が
一

元
的
に
行
っ
て
い
る
登
記
の
事
務
・
権
限
に
つ
い
て
も
地
方
へ
の
移
管
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
行
い
、
事
務
・
権
限
を
地
方
自
治
体
に
移
譲
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
行
政
を
地
方
自
治
体
が
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
は
、
真
の
地
方
自
治
の
実
現
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
課
題
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
登
記
制
度
は
、
国
民
の
重
要
な
財
産
を
守
り
、
不
動
産
取
引
の
安
全
に
寄
与
す
る
信
用

制
度
で
あ
り
、
高
い
中
立
性
・
公
平
性
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
民
の
権
利
擁
護
に
係
る
も
の
で
あ
り
、

全
国
統
一
し
た
法
解
釈
や
、
統
一
し
た
事
務
処
理
基
準
を
堅
持
し
た
運
用
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
登
記
事
務
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
高
度
な
法
律
的
専
門
能
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
方
に
事
務

・
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
場
合
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
運
用
に
格
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
登
記
の
事
務
・
権
限
等
の
地
方
へ
の
移
譲
を
検
討
す
る
際

は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
配
慮
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
日

大
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